
第３回 米沢養護学校分校整備準備委員会 【記録要旨】 

１ 日 時   令和３年７月６日（火）１４:００～１５:００ 

２ 場 所   置賜総合支庁西置賜地域振興局 ５階講堂 

３ 協 議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜主な意見等＞ 

・切れ目ない支援がある学校、充実した環境のもと地域とのつながりをもちながら支え

となる学校になるよう期待している。 

・安心安全な学校経営に向け、長井南中学校と西置賜校の合同避難訓練を実施すること

が考えられる。 

・学校間交流に加えて、地元の人材派遣事業を活用したり、長井駅構内で作業製品販売

を行ったりすることで地域との関わりがさらに深まる。 

・校舎の完成で終わらず、西置賜地区、長井市のインクルーシブ社会の発展を願う。 

・今後、長井市の教育資源についてなど具体的な情報交換を通して、充実した教育活動 

を目指したい。 

・体育館の完成は令和５年１０月以降の計画であるが、令和５年４月の開校後、体育館

が完成するまでの活動場所や内容の見通しはどうなっているか。 

→校内のプレイルームや屋外での活動で対応する予定である。詳細については、今後調 

整する。 

◆教育課程（週時程）について 

・系統性ある指導を中高一貫して行うよう、国語、数学の時間、自立活動の時間

における指導を中学部高等部で設置する。 

・指導計画の作成に当たっては、米沢養護学校の教育目標「自分から自分でする

人間を育てる」に迫るため、教科別の指導と作業学習など教科を合わせた指導

をバランスよく設定し、生徒が分かりやすく、一日のリズムをつくりやすい流

れにする。 

・単一障がい学級の作業学習においては、中学部は二つの作業班（縫製班と紙工

班）、高等部は三つの作業班（コーヒー班、縫製班、サービス班）を設定し、

毎日実施する。重複障がい学級の生徒もバザー前など時期に応じ、単一障がい

学級の作業内容と関連する軽作業を行う。 

・特別活動（生徒会活動）では、中学部、高等部が連携し生徒会活動（新聞、美

化、リサイクルの三つの委員）を生徒の実態に応じて行う。 

・中学部のクラブ活動では、小学部との連続性を重視し、ダンス、獅子舞など地

域に根差した活動を継続・発展する。 

◆交流に係る基本方針について 

・長井南中学校との行事間交流や教員間交流について、交流のねらいを考えなが

ら長井南中学校と相談して決めていく。 

・これまで行ってきた長井工業高校との交流や地域での販売活動等を土台として

新たな交流の在り方を考える。 

◆校舎（施設）の概要について 

・大まかなプランを決める基本設計を終え、実施設計を行っている。昇降口前の

通路を一方通行にすることや県道からの進入路の位置なども具体的に計画を

進めている。 


